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　　　　　　本は山国であるといわ

　　　　　　れている。確かに日本

地図を広げてみると山ばかりであり、

近年ゴルフ場や住宅団地等が造成さ

れたといっても、まだまだ樹林のほ

うが多い状況である。しかし、その樹

林のうちいわゆる自然植生と呼ばれ

るものは少なくなってい

る。林業の名のもとに人

の手が加わっているので

ある。

　これからの時期、落葉

樹は葉を落として冬支度

に入る。町から少しはな

れた山へ行ったとする。

すると山筋や山麓の緩傾

斜地は緑のままである。

スギの植林である。また、

葉を落とした林を覗いて

みる。多くの木は根元から

いくつかの幹を伸ばしてお

り、昔、伐採されて萌芽したものだと

わかる。また別の山を見る。一面緑の

スギやヒノキの植林である。これが今

までの「ヒトにやさしい」（＝生きもの

にやさしくない？）林業の結果であ

り、日本中にいたるところで見られる

状況である。

　これらの林にしても「まだ」多くの野

生生物が生息している。しかし、こ

のまま経済（ヒト）優先で進んでい

くと、今絶滅の危機が取沙汰されて

いる種だけでなく全ての野生生物の

存続が危ぶまれるようになる。

　本書は、このような現状の中で調

査された多くのデータをもとにして、

いかにすれば人間の生活あるいは活

動（ここでは林業を取り上げ）と野生

鳥獣の生息が共存できるかについて、

今では立場の弱い野生鳥獣側に立ち

ながら森林管理法を検討したもので

ある。多くの調査データを元にした

各論は説得力のあるものであり、ま

たそれだけでなく林野行政・環境行

政における法制度等についても現在の

状況を整理している。また、野生生物

保護管理における地域区分について

も整理されている。

　以上のように、豊富なデータや

我々の仕事において気になる野生生

物についての各論などおおいに参考

になる図書である。例え

ば、最近はほとんどどこ

の調査地でも出現する感

のあるオオタカについて、

その生息環境や繁殖例を

もとに「保護区設定の考

え方」を示している箇所

など、そのままコピーし

て報告書の資料編に入れ

たくなるほどである。し

かし、「はじめに」及び「あ

とがき」の双方にあるよ

うに、これで全てうまく行

くというものではない。こ

れらはまだ、あくまでも現時点での

試案であり、また日本全国どこでで

も通用するものではない。さらに、今

後は地域レベルあるいはそれ以上の

計画をも視野に入れていかなければ

ならないことを示唆している。

　　　　　（大阪支社長・浜田　拓）

林業と野生鳥獣
との

共存に向けて
森林性鳥獣の生息環境保護管理
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　新しく発足した「野生生物保護学

会」の第１回大会に参加した。この学

会は、学会機関誌である「ワイルドラ

イフ・フォーラム」の巻頭言でも述べ

られているように、最近の研究分野

の細分化の方向とは逆に末広がりの

方向に向かうものであり、生物学だ

けでなく、人文・社会学をも含めて創

造的に融合したうえに成り立つもの

であろう。文中ではこれを一種のカ

オスの状態と表現している。

　今回の大会における発表について

もまさにカオスの状況そのものが感

じられた。それは、従来の学会におけ

るように調査の結果を発表するもの

から、実際の保護・管理の現状を紹介

するものまで内容的に様々であった

ということである。これはもちろん、

Ｒ Ｅ Ｐ Ｏ Ｒ Ｔ

「カオスの状態」
－さらなる他分野間の意見交換を

◆第１回野生生物保護学会大会

1995.10.20 ～ 22　於◆東京農工大学農学部　主催◆野生生物保護学会

新たに発足した学会の第１回大会で

あり、また学会の目標とする内容か

ら考えれば当然のことといえる。

　調査研究の結果をいかに現実の問

題にフィードバックするかを常に考

えなければならない我々としては、

個々の調査結果の発表はもちろん、

現状紹介などは非常に興味深く聞く

ことができた。

　ただひとつ残念なことは、今回の

大会発表の大半が哺乳類の分野にか

たよっていたことである。もちろん

哺乳類を主体とした発表のなかでも、

植生との関係や食物としての植物を

取りあげた話も多く「野生生物保護」

のための研究という意識は非常に強

く感じられた。しかし、植物を担当し

ている自分としてはもっと植物側か

らの発表がなされ、動物を専門とす

る方々からの意見を聞くことができ

たら、さらに良かったと思う。さらに

は、今後地理学や造園学、土木学等の

分野からも多くの参加者が集まり活

発な意見交換がなされることを望む。

　また、我々が日常行っている業務

においても他分野間での意見交換が

重要であることを痛感したとともに、

このような場で発表し多くの意見を

聞き、さらによりよい仕事ができる

ようなこちら側の体制作りもしてい

く必要があると感じた。

　今後、この学会が発展していくこ

とを期待するとともに、我々の協力

できることは何かを考えていきたい。

　　　　　　（大阪支社長・浜田拓）

野生生物保護学会の役割とは？
（大会資料より抜粋）

自然と人間、特に野生生物との関係を新しい視角から問い直し、

真にあるべき価値観と方法論をもって
自然に接するための学問の発展の場。

学問領域

陸上・海洋の別を問わず、自然の生物界の全て。

個体、個体群、群集、群落、生態系の別も問わない。植物、動物

などの分類群全てと、その生物が生息する地形も対象に含む。人

間が生物界と関係するにあたっての制度や組織に関する研究も課

題とする。

すなわち、生物－人間系に関する学問こそが、

本学会の対象領域である。

 編集委員会（敬称略）

　　丸山直樹 ・ 高槻成規 ・ 樋口広芳 ・ 池田啓 ・

　　稲泉三丸 ・ 亀山章 ・ 中村和雄 ・ 杉山恵一 ・

　　鈴木邦雄 ・ 和田一雄 ・ 土肥昭夫 ・ 福島司 ・

　　畠山武道 ・ 磯崎博司 ・ 伊沢雅子 ・ 梶光一 ・

　　前川光司 ・ 丸山幸平 ・ 宗原弘幸 ・ 新妻昭夫 ・

　　小城春雄 ・ 大沢雅彦 ・ 大泰司紀之 ・ 上原重

　　夫 ・ 渡辺弘之 ・ 渡辺邦夫 ・ 綿貫豊 ・ 由井正敏
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　『野生生物保護』『フォーラム　ワイルドライフ』

　『Journal of Wildlife Conservation』
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